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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】発光および伝達用の機器、方法、およびシステ
ムを提供する。
【解決手段】機器は、複数の固体発光体を含む固体発光
パネルと、複数の固体発光パネルを協調して制御するよ
うに構成された発光パネル群コントローラから入力信号
を受け取るように構成された入力モジュールとを含み、
ある区域を照明する第１のモードと、この区域内でメッ
セージを伝達する第２のモードとで固体発光体を制御す
るように構成し、これら固体発光体の少なくとも一部は
、第１のモードではほぼ白色光を出射し、第２のモード
ではほぼ非白色光を出射するように構成し得る個々にア
ドレス指定可能なマルチカラー固体発光体を含む。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の固体発光体を含む固体発光パネルと、発光パネル群コントローラから入力信号を
受け取るように構成された入力モジュールとを備える装置であって、前記発光パネル群コ
ントローラは、人のスペースの上にそれぞれ離して配置され、それによって前記人のスペ
ースのかなりの部分にわたって照明を分散させる複数の固体発光パネルを協調して制御す
るように構成されることを特徴とする装置。
【請求項２】
　前記発光パネル群コントローラは、ある区域を照明する第１のモードおよび情報を伝達
する第２のモードで、前記複数の固体発光パネルを協調して制御するように構成されるこ
とを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記複数の固体発光パネルの少なくとも１つにおける前記複数の固体発光体は、前記第
１のモードに対応する複数の第１の色の発光器と、前記第２のモードに対応する複数の第
２の色の発光器とを備えることを特徴とする請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　前記複数の固体発光パネルの第１の部分は、前記第２のモードに対応して点灯し、前記
複数の固体発光パネルの第２の部分は、前記第２のモードに対応しては点灯しないことを
特徴とする請求項２に記載の装置。
【請求項５】
　前記複数の固体発光パネルにおける前記複数の固体発光体は、複数の第１の色の発光器
および複数の第２の色の発光器を含み、前記第２のモードに対応して、前記複数の第１の
色の発光器は前記複数の固体発光パネルの第１の部分において点灯し、前記複数の第２の
色の発光器は前記複数の固体発光パネルの第２の部分において点灯することを特徴とする
請求項２に記載の装置。
【請求項６】
　前記入力信号に対応するシーケンスに従う動的な構成で、前記複数の固体発光パネルの
いくつかを選択的に動作させる手段をさらに備えることを特徴とする請求項２に記載の装
置。
【請求項７】
　人のスペースにそれぞれ離して配置された複数の固体発光パネルを、発光パネル群コン
トローラから受け取る入力信号に応答して第１のモードで動作させることによってある区
域を照明することと、
　前記入力信号に応答して前記複数の固体発光パネルの第１の部分を選択的に動作させる
ことによって前記複数の固体発光パネルを介して情報を伝達することとを含むことを特徴
とする方法。
【請求項８】
　前記複数の固体発光パネルを介して情報を伝達することは、前記入力信号に応答して、
前記複数の固体発光パネルの第２の部分を第２のモードで選択的に動作させることを含む
ことを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記複数の固体発光パネルの前記第２の部分のいくつかは、前記第１のモードではほぼ
白色光を出射し、前記第２のモードではほぼ非白色光を出射するように構成されたマルチ
カラー固体発光体を備えることを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記発光パネル群コントローラはビルディングブロック制御システムを含むことを特徴
とする請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記発光パネル群コントローラは、ビルディングブロック制御システム信号に応答して
前記入力信号を生成することを特徴とする請求項８に記載の方法。
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【請求項１２】
　少なくとも１つの環境センサから受け取ったデータに応答して前記入力信号を生成する
ことをさらに含むことを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１３】
　照明および伝達用のシステムであって、
　人のスペースにそれぞれ離して配置された複数の固体発光パネルを備え、前記複数の固
体発光パネルは、複数の固体発光体を含み、前記複数の固体発光パネルで受け取った入力
信号に応答して、第１のモードで照明を提供し、第２のモードで情報を伝達するように構
成され、前記システムはさらに、
　前記複数の固体発光パネルの少なくとも１つに前記入力信号を送出するように構成され
た発光パネル群コントローラを備えることを特徴とするシステム。
【請求項１４】
　前記発光パネル群コントローラに環境情報信号を提供するように構成された環境状態セ
ンサをさらに備えることを特徴とする請求項１３に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記複数の固体発光パネルは、前記第１のモードおよび前記第２のモードで照明を提供
するように構成された第１の部分の固体発光パネルと、前記第１のモードでは照明を提供
するが、前記第２のモードでは照明を提供しないように構成された第２の部分の固体発光
パネルとを含み、前記第２のモードでの前記第１の部分および前記第２の部分の協調動作
により情報が伝達されることを特徴とする請求項１３に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記情報は、脱出経路および／または緊急状態に関する指示を含むことを特徴とする請
求項１３に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記複数の固体発光パネルの少なくとも１つは、ほぼ白色光を出射するように構成され
た前記固体発光体の第１の部分と、ほぼ非白色光を出射するように構成された前記固体発
光体の第２の部分とを含み、前記固体発光体の前記第１の部分は、前記第１のモードに応
答して光を出射するように構成され、前記固体発光体の前記第２の部分は、前記第２のモ
ードの間中、光を出射するように構成されることを特徴とする請求項１３に記載のシステ
ム。
【請求項１８】
　前記発光パネル群コントローラはさらに、環境状態センサによって生成される環境情報
信号に応答して前記入力信号を生成するように構成されることを特徴とする請求項１３に
記載のシステム。
【請求項１９】
　前記発光パネル群コントローラはビルディングブロック制御システムを含むことを特徴
とする請求項１３に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記発光パネル群コントローラはさらに、前記複数の固体発光パネルに一連の前記入力
信号を送出することによって前記第２のモードで情報を動的に伝達するように構成される
ことを特徴とする請求項１３に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は発光に関し、より詳細には、固体発光パネルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　固体発光パネルは、ディスプレイ用の固体バックライトユニット、全体照明用の発光パ
ネル、標識用のバックライトとして、かつ／または他の目的に使用されることがある。例
えば、固体バックライトユニットは、複数の離散光源からなる２次元アレイの前に置かれ
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たＬＣＤスクリーンなどによって生成されたグラフィックスを介して情報を伝達し得るデ
ィスプレイに使用されることがある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　全体照明用の発光パネルは、照明を提供するのに使用し得るが、ＬＣＤスクリーンその
他の静的なテンプレートおよび／またはフィルタなどの情報コンテンツコンポーネントが
ないと、普通は、照明以外の追加機能は提供されない。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　発光および伝達用の機器、方法、およびシステムが提供される。いくつかの実施形態で
は、機器は、複数の固体発光体を含む固体発光パネルと、これらの固体発光体を、ある区
域を照明する第１のモードおよびこの区域内でメッセージを伝達する第２のモードで制御
するように構成されたマルチモード発光パネルコントローラとを含み得る。
【０００５】
　いくつかの実施形態では、このマルチモードコントローラは、入力信号を受け取るよう
に構成された入力モジュールを含み、入力信号に応答して第１のモードおよび／または第
２のモードを選択する。いくつかの実施形態では、固体発光体は、第１のモードに対応す
る複数の第１の色の発光器と、第２のモードに対応する複数の第２の色の発光器とを含む
。
【０００６】
　いくつかの実施形態では、固体発光体の少なくとも一部は、第１のモードでは白色光を
出射し、第２のモードでは非白色光を出射するように構成された個々にアドレス指定可能
なマルチカラー固体発光体を含み、固体発光体は、情報を伝える画像を表示するように選
択的に動作する。
【０００７】
　いくつかの実施形態では、メッセージは、アレイ選択により形成される記号を介してメ
ッセージを共同して伝達する固体発光体の一部を介して伝達される。いくつかの実施形態
では、マルチモードコントローラは、文字メッセージが表示されるように固体発光体を選
択的に制御するように構成される。いくつかの実施形態は、入力信号に対応するシーケン
スに従い動的な構成で光を出射する手段を備える。
【０００８】
　本発明のいくつかの実施形態による方法は、固体発光パネル内の複数の第１の色の固体
発光体および複数の第２の色の固体発光体を動作させることによってある区域を照明する
ことを含み得る。これらの方法はさらに、複数の第２の色の固体発光体を選択的に動作さ
せることによって固体発光パネルを介してメッセージを伝達することを含み得る。
【０００９】
　いくつかの実施形態では、メッセージの伝達は、複数の第２の色の固体発光体を選択的
に動作させて、情報を伝えるように構成された画像を形成することを含む。
【００１０】
　いくつかの実施形態では、複数の第１の色の固体発光体は、波長変換蛍光体を被覆した
青色発光ＬＥＤを含む。いくつかの実施形態では、複数の第２の色の固体発光体は、赤色
発光ＬＥＤを含む。いくつかの実施形態は、複数の第２の色の固体発光体を選択的に動作
させることを含み、これら複数の第２の色の固体発光体は個々にアドレス指定可能である
。
【００１１】
　いくつかの実施形態は、伝達モード信号を受け取ることを含み、メッセージはこの伝達
モード信号に応答するものである。いくつかの実施形態では、伝達モード信号は、中央シ
ステムコントローラから得られ、離れたところにある環境状態センサから受け取るデータ
に応答して選択的に更新される。
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【００１２】
　本発明のいくつかの実施形態は、照明および伝達用のシステムを含む。このようなシス
テムの実施形態は、制御信号に応答して、第１のモードでは照明を提供し、第２のモード
では情報を伝達するように構成されたマルチモード固体発光パネルと、少なくとも１つの
マルチモード固体発光パネルに制御信号を送出するように構成された中央コントローラと
を含み得る。
【００１３】
　いくつかの実施形態は、中央コントローラおよび／またはマルチモード固体発光パネル
に環境情報信号を提供するように構成された環境状態センサを備える。いくつかの実施形
態では、中央コントローラはさらに、環境情報信号の受信に応答して、少なくとも１つの
マルチモード固体発光パネルに更新された制御信号を送出するように構成される。いくつ
かの実施形態では、この少なくとも１つのマルチモード固体発光パネルはさらに、この更
新された制御信号に応答して、更新された情報を伝達するように構成される。
【００１４】
　いくつかの実施形態では、この少なくとも１つのマルチモード固体発光パネルはさらに
、環境情報信号に応答して、更新された情報を伝達するように構成される。いくつかの実
施形態では、マルチモード固体発光パネルは複数の固体発光体を含み、これらの固体発光
体の第１の部分は第１のモードで動作し、これらの固体発光体の第２の部分は第２のモー
ドで動作する。
【００１５】
　いくつかの実施形態では、マルチモード固体発光パネルは、個々にアドレス指定可能な
複数のマルチカラー固体発光体を含み、これら個々にアドレス指定可能なマルチカラー固
体発光体は、制御信号に応答して選択的に動作する。いくつかの実施形態では、マルチモ
ード固体発光パネルはさらに、複数の固体発光体の選択的動作によって形成され動的に提
示される複数の画像を介して第２のモードで情報を伝達するように構成される。
【００１６】
　本発明のいくつかの実施形態は、固体発光パネルを含む機器を備える。この固体発光パ
ネルは、複数の固体発光体と、発光パネル群コントローラから入力信号を受け取るように
構成された入力モジュールとを含み得る。この発光パネル群コントローラは、人のスペー
ス(personnel space)の上にそれぞれ離して配置され、それによって人のスペースのかな
りの部分にわたって照明を分散させる複数の固体発光パネルを協調して制御するように構
成し得る。
【００１７】
　いくつかの実施形態では、発光パネル群コントローラは、ある区域を照明する第１のモ
ードおよび情報を伝達する第２のモードで固体発光パネルを協調して制御するように構成
し得る。いくつかの実施形態では、複数の固体発光パネルの少なくとも１つにおける固体
発光体は、第１のモードに対応する複数の第１の色の発光器および第２のモードに対応す
る第２の色の発光器を含み得る。いくつかの実施形態では、固体発光パネルの第１の部分
は、第１のモードおよび第２のモードに対応して点灯し、固体発光パネルの第２の部分は
、第１のモードに対応して点灯するが、第２のモードに対応しては点灯しない。
【００１８】
　いくつかの実施形態では、固体発光パネル内の固体発光体は、複数の第１の色の発光器
および第２の色の発光器を含む。第１の色の発光器は、第１のモードおよび第２のモード
で固体発光パネルの第１の部分において点灯し、第２の色の発光器は、第２のモードに対
応して固体発光パネルの第２の部分において点灯し得る。いくつかの実施形態は、入力信
号に対応するシーケンスに従って動的な構成で固体発光パネルを選択的に動作させる手段
を備える。
【００１９】
　本発明のいくつかの実施形態は、人のスペースにそれぞれ離して配置された複数の固体
発光パネルを、発光パネル群コントローラから受け取る入力信号に応答して第１のモード
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で動作させることによってある区域を照明することを含み得る方法を含む。このような方
法は、入力信号に応答して固体発光パネルの第１の部分を選択的に動作させることによっ
て固体発光パネルを介して情報を伝達することを含み得る。
【００２０】
　いくつかの実施形態では、固体発光パネルを介して情報を伝達することは、固体発光パ
ネルの第２の部分を、入力信号に応答して第２のモードで選択的に動作させることを含む
。いくつかの実施形態では、固体発光パネルの第２の部分のいくつかは、第１のモードで
はほぼ白色光を出射し、第２のモードではほぼ非白色光を出射するように構成されたマル
チカラー固体発光体を含む。
【００２１】
　いくつかの実施形態では、発光パネル群コントローラは、ビルディングブロック制御シ
ステムを含み、いくつかの実施形態では、発光パネル群コントローラは、ビルディングブ
ロック制御システム信号に応答して入力信号を生成する。いくつかの実施形態は、少なく
とも１つの環境センサから受け取ったデータに応答して入力信号を生成することを含む。
【００２２】
　本発明のいくつかの実施形態は、照明および伝達用のシステムを備える。このようなシ
ステムのいくつかの実施形態は、人のスペースにそれぞれ離して配置された複数の固体発
光パネルを含み、これら複数の固体発光パネルはそれぞれ、複数の固体発光体を含み、こ
の固体発光パネルで受け取る入力信号に応答して第１のモードで照明を提供し、第２のモ
ードで情報を伝達するように構成され得る。いくつかの実施形態は、固体発光パネルの少
なくとも１つに入力信号を送出するように構成された発光パネル群コントローラを含み得
る。
【００２３】
　いくつかの実施形態は、発光パネル群コントローラに環境情報信号を提供するように構
成された環境状態センサを備える。いくつかの実施形態では、固体発光パネルは、第１の
モードおよび第２のモードで照明を提供するように構成された第１の部分の固体発光パネ
ルと、第１のモードでは照明を提供するが、第２のモードでは照明を提供しないように構
成された第２の部分の固体発光パネルとを含み、第２のモードでの第１の部分と第２の部
分の協調動作により情報が伝達される。
【００２４】
　いくつかの実施形態では、この情報は、脱出経路および／または緊急状態に関する指示
を含む。いくつかの実施形態では、固体発光パネルの少なくとも１つは、ほぼ白色光を出
射するように構成された第１の部分の固体発光体と、ほぼ非白色光を出射するように構成
された第２の部分の固体発光体とを含む。第１の部分の固体発光体は、第１のモードに応
答して光を出射するように構成し、第２の部分の固体発光体は、第２のモードの間中、光
を出射するように構成し得る。
【００２５】
　いくつかの実施形態では、発光パネル群コントローラはさらに、環境状態センサによっ
て生成される環境情報信号に応答して入力信号を生成するように構成される。いくつかの
実施形態では、発光パネル群コントローラは、ビルディングブロック制御システムを含む
。いくつかの実施形態では、発光パネル群コントローラはさらに、固体発光パネルに一連
の入力信号を送出することによって第２のモードで情報を動的に伝達するように構成され
る。
【００２６】
　添付の図面は、本発明のさらなる理解が得られるように含められるものであり、本出願
に組み込まれ、かつ、その一部をなすものである。添付の図面は、本発明のある種の１つ
（または複数）の実施形態を示す。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１Ａ】本発明の実施形態による全体照明および伝達用の機器のあるモードを示す正面
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図である。
【図１Ｂ】本発明の実施形態による全体照明および伝達用の機器の別のモードを示す正面
図である。
【図１Ｃ】本発明の実施形態による全体照明および伝達用の機器の別のモードを示す正面
図である。
【図１Ｄ】本発明の実施形態による全体照明および伝達用の機器の別のモードを示す正面
図である。
【図２】本発明のいくつかの実施形態による機器を示すブロック図である。
【図３】発明のいくつかの実施形態による動作を示すブロック図である。
【図４】本発明のいくつかの実施形態による複数のマルチモード機器を示すブロック図で
ある。
【図５】本発明の別の実施形態による複数のマルチモード機器を示すブロック図である。
【図６】本発明のいくつかの実施形態による複数のマルチカラーマルチモード機器を示す
ブロック図である。
【図７】本発明のいくつかの実施形態によるマルチモード発光機器の側面断面図である。
【図８Ａ】本発明の実施形態による全体照明および伝達用の機器のあるモードを示す正面
図である。
【図８Ｂ】本発明の実施形態による全体照明および伝達用の機器の別のモードを示す正面
図である。
【図９】本発明のいくつかの実施形態による、類似の装置と協調して動作し得るマルチモ
ード機器を示すブロック図である。
【図１０】本発明のいくつかの実施形態による動作を示すブロック図である。
【図１１】本発明のいくつかの実施形態による本明細書で説明したシステムの平面図を、
その応用例と合わせて示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　本発明の実施形態を示す添付の図面を参照して、以下に本発明の実施形態をより詳細に
説明する。ただし、本発明は、多くの異なる形態で実施することができ、本明細書に記載
の実施形態に限定されると解釈すべきではない。そうではなく、これらの実施形態は、本
開示が完全なものとなり、当業者に本発明の範囲が隅々まで伝えられるように提供される
ものである。図面を通じて、同様の番号は同様の要素を指す。
【００２９】
　本明細書では第１、第２などという用語が様々な要素を説明するために用いられること
があるが、これらの要素はこれらの用語によって制限されるべきでないことを理解された
い。これらの用語は、ある要素を別の要素と区別するためにのみ用いられる。例えば、本
発明の範囲を逸脱することなく、第１の要素を第２の要素と呼ぶことができ、同様に、第
２の要素を第１の要素と呼ぶことができる。本明細書では、「および／または」という用
語は、列挙された関連項目のうちの１つまたは複数の項目のありとあらゆる組合せを含む
。
【００３０】
　層、領域、または基板などの要素が別の要素の「上に」ある、または別の要素の「上ま
で」延びると書かれていれば、その要素は、直接別の要素の上にあるか、直接別の要素の
上まで延びることもあり、また、介在する要素が存在することもあることを理解されたい
。それに対して、ある要素が別の要素の「上に直接」ある、または別の要素の「上まで直
接」延びると書かれていれば、介在する要素は存在しない。また、ある要素が別の要素に
「接続」または「結合」されると書かれていれば、その要素は、別の要素に直接接続また
は結合されることもあり、または、介在する要素が存在することもあることも理解された
い。それに対して、ある要素が別の要素に「直接接続」または「直接結合」されると書か
れていれば、介在する要素は存在しない。
【００３１】
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　本明細書では、「下」、「上」、「上側」、「下側」、「水平」、または「垂直」など
の相対的な用語は、図に示すある要素、層、または領域と別の要素、層、または領域との
関係を記述するために用いられることがある。これらの用語は、装置の図に示す向きに加
えて、様々な向きを含むことを意図していることを理解されたい。
【００３２】
　本明細書で用いる用語は、特定の実施形態を説明することだけが目的であり、本発明を
制限することは意図していない。本明細書では、「ある」および「その」という単数形は
、文脈から明らかでない限り、複数形も含むことを意図している。本明細書で用いる「備
える」、「備えている」、「含む」、および／または「含んでいる」という用語は、そこ
に記載した特徴、完全体、工程、動作、要素、および／または構成要素が存在することを
示すが、１つまたは複数の他の特徴、完全体、工程、動作、要素、構成要素、および／ま
たはこれらの集合が存在すること、あるいは追加されることを排除するものではないこと
をさらに理解されたい。
【００３３】
　特に定義する場合を除いて、本明細書で用いる（技術的な用語および科学的な用語も含
む）すべての用語は、本発明が属する技術分野の技術者が一般に理解しているのと同じ意
味である。本明細書で用いる用語の意味は、本明細書および関連する技術分野の文脈での
意味と一致すると解釈されるべきであり、本明細書で明示的に定義しない限り、理想化し
た意味や、過度に形式化した意味に解釈しないことも理解されたい。
【００３４】
　本発明の実施形態による方法、システム、およびコンピュータプログラム製品のフロー
チャートおよび／またはブロック図を参照して、以下に本発明を説明する。フローチャー
トおよび／またはブロック図のいくつかのブロック、ならびにフローチャートおよび／ま
たはブロック図のいくつかのブロックの組合せは、コンピュータプログラムの命令によっ
て実施し得ることを理解されたい。これらのコンピュータプログラムの命令は、マイクロ
コントローラ、マイクロプロセッサ、デジタル信号処理装置（ＤＳＰ）、現場でプログラ
ム可能なゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、状態機械、プログラム可能なロジックコントローラ
（ＰＬＣ）その他の処理回路、汎用コンピュータ、特殊用途のコンピュータ、あるいは他
の例えばある機械を生成するためのプログラム可能なデータ処理装置に記憶するか、ある
いはそれらにおいて実施することができ、その結果、コンピュータその他のプログラム可
能なデータ処理装置のプロセッサによって実行されるこれらの命令により、フローチャー
トおよび／またはブロック図のブロックまたは複数のブロックにおいて指定される機能／
動作を実施する手段が生成される。
【００３５】
　これらのコンピュータプログラムの命令は、コンピュータその他のプログラム可能なデ
ータ処理装置に特定のやり方で機能するように指示することができるコンピュータ可読メ
モリに記憶してもよく、それによって、このコンピュータ可読メモリに記憶された命令に
より、フローチャートおよび／またはブロック図のブロックまたは複数のブロックにおい
て指定された機能／動作を実施する命令手段を含む製品が生成される。
【００３６】
　また、これらのコンピュータプログラムの命令をコンピュータその他のプログラム可能
なデータ処理装置にロードして、このコンピュータその他のプログラム可能な装置に一連
の動作ステップを実施させ、それによって、コンピュータにより実施される処理が生成さ
れるようにしてもよく、その結果、このコンピュータその他のプログラム可能な装置で実
行される命令により、フローチャートおよび／またはブロック図のブロックまたは複数の
ブロックにおいて指定された機能／動作を実施するステップが提供される。これらのブロ
ックに示す機能／動作は、動作説明図に記載の順序とは異なる順序で行ってもよいことを
理解されたい。例えば、連続して示す２つのブロックは、それらに関わる機能／動作によ
っては、実際、ほぼ同時に実行してもよいし、ときには逆順で実行してもよい。これらの
図の中には、本来の伝達方向を示すために伝達経路に矢印をつけたものもあるが、図に示
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す矢印とは反対の方向に伝達してもよいことを理解されたい。
【００３７】
　まず、図１Ａ～図１Ｄを参照する。これらは、本発明のいくつかの実施形態による全体
照明および伝達用の機器の異なるモードを示す正面図である。例えば、図１Ａを参照する
と、固体発光パネル１００は、複数の固体発光体１０２を含み得る。図１Ｂに示すように
、固体発光体１０２を選択的にアドレス指定かつ／または制御して、１つまたは複数の固
体発光体１０２Ａに電圧を加え、１つまたは複数の固体発光体１０２Ｂには電圧を加えな
いようにすることができる。
【００３８】
　いくつかの実施形態では、すべての固体発光体１０２を、ほぼ同じ主波長で発光するよ
うに構成し得る。例えば、これらの固体発光体は、波長変換蛍光体を被覆した青色発光Ｌ
ＥＤを含む白色ＬＥＤランプとし得る。この波長変換蛍光体は、ＬＥＤから出た青色光の
一部を黄色光に変換する。得られた光は、青色光と黄色光の混合光であり、観察者には白
色に見えることがある。例えば、照明モードの固体発光パネル１００は、すべての固体発
光体１０２が電圧を加えられた固体発光体１０２Ａであり、それによって近接区域を全体
的に照明するように構成される。いくつかの実施形態では、複数の固体発光体１０２の一
部に選択的に電圧を加え、かつ／または、固体発光体１０２を低電流レベルで動作させる
ことによって発光レベルを変えることができる。
【００３９】
　いくつかの実施形態では、固体発光体１０２の一部を選択的に動作させることによって
情報を伝達し得る。例えば、図１Ｂに示すように、「ＥＸＩＴ」の文字を表す固体発光体
１０２の一部を選択的に動作させることによって出口を示すために、固体発光パネル１０
０は伝達モードを取り得る。同様に、図１Ｃに示すように、固体発光体１０２の一部を選
択的に動作させて矢印の像を形成することによって、進むべき経路を示すことができる。
【００４０】
　固体発光パネル１００は、例えば、特別なイベントおよび／または活動を示す商業的な
状況でも使用し得る。例えば、図１Ｄに示すように、固体発光体１０２の一部を選択的に
動作させて、中でも「ＳＡＬＥ」などの文字を表すことによって商業イベントを示すこと
ができる。図示しないが、固体発光パネル１００は、他にも、企業、産業、施設、運送、
および／または教育などの環境で使用して、中でもイベントの開始および終了の時間およ
び／または状況を指示することができる。例えば、教育環境では、授業の開始および終了
の時間および／または状況を表示することができる。同様に、例えばバスおよび／または
飛行機などの大量輸送機関で警報および／または他の情報を伝達することができる。
【００４１】
　いくつかの実施形態では、固体発光体１０２は、第１の主波長で発光するように構成さ
れた第１の部分の固体発光体１０２と、第２の主波長で発光するように構成された第２の
部分の固体発光体１０２とを含み得る。このように、第１の部分の固体発光体は全体照明
を提供するように動作させ、第２の部分は情報を伝達するように動作させることができる
。例えば、第１の部分の固体発光体１０２はほぼ白色光を出射して全体照明を提供するよ
うに構成し、第２の部分の固体発光体１０２はほぼ赤色光を出射して、例えば、中でも、
火災、地震、天気状況、および／または他の危険な状態および／または事象などの状態を
指示するように構成し得る。さらに、第２の部分の固体発光体１０２は、画像による追加
の情報を伝達するように選択的に動作させることができる。
【００４２】
　いくつかの実施形態では、固体発光体１０２は、全体照明を行う通常動作下でほぼ白色
光を提供し得る個々にアドレス指定可能なマルチカラー発光器として構成し得る。伝達モ
ードでは、このマルチカラー発光器は、中でも赤色光を発光するように制御し得る。この
ように、文字および画像に基づく伝達に加えて、色分けした伝達も可能である。
【００４３】
　動きのない文字、画像、および／または色に加えて、例えば、動きの視覚効果を作りだ
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す画像列に対応して固体発光体１０２を動的に制御し得る。いくつかの実施形態では、第
１の部分の固体発光体１０２は照明を提供するように動作させ、第２の部分の固体発光体
１０２は情報を伝達するように動作させるハイブリッドモードで、固体発光パネル１００
を動作させることができる。
【００４４】
　固体発光パネル１００は、複数の固体発光体１０２を制御するように構成されたマルチ
モード発光パネルコントローラ１１０も含み得る。マルチモード発光パネルコントローラ
１１０は、入力信号１１２を受け取るように構成し得る。マルチモード発光パネルコント
ローラ１１０は、入力信号１１２に応答して照明モードおよび／または伝達モードを選択
し得る。入力信号１１２は、中でも、警報、緊急事態、定期的なイベント、手動入力、お
よび／または環境センサに応答して入力信号１１２を送出し得る外部システムなどから受
け取ることができる。
【００４５】
　次に、図２を参照する。図２は、本発明のいくつかの実施形態による機器を示すブロッ
ク図である。マルチモード照明機器２００は、固体発光パネル２１０を備える。この固体
発光パネルは、マルチモード発光パネルコントローラ２２０によって制御し得る複数の固
体発光体を含み得る。マルチモード発光パネルコントローラ２２０は、ある区域を照明す
る第１のモードと、この区域内でメッセージを伝達する第２のモードとで固体発光体を制
御するように構成し得る。いくつかの実施形態では、これらの固体発光体は、第１のモー
ドに対応する複数の第１の色の発光器と、第２のモードに対応する複数の第２の色の発光
器とを含み得る。
【００４６】
　いくつかの実施形態では、これら固体発光体の少なくとも一部は、第１のモードではほ
ぼ白色光を出射し、第２のモードではほぼ非白色光を出射するように構成し得る個々にア
ドレス指定可能なマルチカラー固体発光体を含み得る。いくつかの実施形態では、これら
の固体発光体は、第１のモードでは照明を提供するように動作させることができる。いく
つかの実施形態では、これらの固体発光体は、第２のモードでは情報を伝える画像を表示
するように選択的に動作させることができる。例えば、こうした画像は、特定の固体発光
体をアレイ状に選択することによって形成し得る文字および／または記号を含み得る。
【００４７】
　いくつかの実施形態では、マルチモード発光パネルコントローラ２２０は、入力信号を
受け取るように構成された入力モジュール２２２を含み得る。マルチモード発光パネルコ
ントローラ２２０は、入力信号に応答して第１のモードおよび／または第２のモードを選
択するように構成し得る。いくつかの実施形態では、入力信号は、外部システム２３０に
よって生成し得る。例えば、外部システム２３０は、イベント、警報、および／またはス
ケジュールに基づくものとし得る。
【００４８】
　いくつかの実施形態では、入力モジュール２２２は、環境センサ２４０から入力信号を
受け取るように構成し得る。例えば、環境センサ２４０を使用して、警報および／または
緊急事態の場合に温度および／または煙を感知することができる。このような状況では、
マルチモード発光パネルコントローラ２２０は、代替出口経路に対応する情報などを代わ
りに伝達するように構成し得る。いくつかの実施形態では、環境センサ２４０は、人がい
るかいないかに対応する特定の伝達を開始するのに使用し得る人感知センサとし得る。例
えば、商業的な状況では、店舗にいる顧客が特定の区域に立ち入ったとき、例えば特売、
特価品、および／または値引きなどの商業的なイベントを伝達し得る。環境センサ２４０
は、入力モジュール２２２に信号を提供することに加えて、外部システム２３０に信号を
提供することもでき、次いで、外部システム２３０は、マルチモード発光パネルコントロ
ーラ２２０に入力信号を送信することができる。
【００４９】
　ここで図３を参照する。図３は、本発明のいくつかの実施形態による動作を示すブロッ
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ク図である。動作には、第１の色および第２の色の固体発光体を含む固体発光パネルによ
ってある区域を照明すること（ブロック３１０）が含まれる。いくつかの実施形態では、
照明することは、すべての第１の色および第２の色の固体発光体を動作させることによっ
て実施し得る。
【００５０】
　いくつかの実施形態では、第１の色の固体発光体は、ほぼ白色光を出力することができ
る。例えば、いくつかの実施形態では、第１の色の固体発光体は、放出された光の一部を
黄色光に変換する波長変換蛍光体で被覆された青色発光ＬＥＤであると規定し得る。いく
つかの実施形態では、第１の色の固体発光体は、それぞれ照明モードで白色光を提供する
ように制御し得るマルチカラー発光器を含むと規定し得る。
【００５１】
　いくつかの実施形態では、第２の色の固体発光体は、ほぼ非白色光を出力し得る。例え
ば、赤色発光ＬＥＤは、第１の色の固体発光体と組み合わせて使用して、全体の光出力に
おける赤色光のエネルギーを高くし得る。
【００５２】
　動作には、第２の色の固体発光体を選択的に動作させることによって固体発光パネルを
介してメッセージを伝達すること（ブロック３２０）が含まれることもある。いくつかの
実施形態では、文字および／または記号を含み得る画像を使用して１つまたは複数のメッ
セージを伝達するように第２の色の固体発光体の一部を指定することができる。例えば、
「ＥＸＩＴ」の文字および／または矢印記号を表示して出口および／または脱出情報を伝
達するように第２の色の固体発光体の一部を選択することができる。
【００５３】
　いくつかの実施形態では、第２の色の固体発光体をそれぞれ個々にアドレス指定可能に
し、選択的に動作させて、文字、画像、および／または色によるメッセージを伝達するこ
とができる。例えば、火災および／または他の緊急の状態では、赤色に対応する主波長で
発光するようにすべての第２の色の固体発光体を動作させることができる。いくつかの実
施形態では、色分けを利用してこうしたメッセージを伝達し得る。例えば、赤色出力は、
火災などの緊急事態を示すことが知られている。
【００５４】
　いくつかの実施形態による動作は、伝達モード信号を受け取り、この信号に応答してメ
ッセージを表示することを含み得る（ブロック３３０）。例えば、いくつかの実施形態は
、緊急の状態に対応する警報信号を受け取り、出口経路および／またはその状態に対応す
るメッセージを伝達するように構成し得る。いくつかの実施形態では、商業的な状況で伝
達モード信号を使用して、潜在的な顧客に情報を提供し、かつ／または商業的な環境にお
ける特定の特徴に注意を引きつけることができる。１つの装置に全体発光機能および様々
な伝達機能を備えることによって、そうしないと独立した機能になるもののために別々の
装備を備えることを避けることができる。
【００５５】
　次に、図４を参照する。図４は、本発明のいくつかの実施形態による伝達モードにおけ
る複数のマルチモード機器を示すブロック図である。各マルチモード機器４００は、複数
の固体発光体４１２を含む固体発光パネル４１０を含み得る。伝達モードでは、記号およ
び／または文字を使用した１つまたは複数のメッセージを伝達するように固体発光体４１
２を選択的に動作させることができる。
【００５６】
　固体発光体４１２は、マルチモード発光パネルコントローラ４２０を介して選択的に動
作させることができる。いくつかの実施形態では、マルチモード発光パネルコントローラ
４２０は、受け取った入力信号に応答して固体発光体４１２を選択的に動作させるように
構成し得る。いくつかの実施形態では、複数のマルチモード機器４００を互いに組み合わ
せて使用して、伝達を連係して行うことができる。例えば、固体発光パネル４１０はそれ
ぞれ、出口および／または脱出経路に沿った異なる場所に対応する異なるメッセージを伝
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達し得る。
【００５７】
　いくつかの実施形態では、マルチモード発光パネルコントローラ４２０は、中央コント
ローラおよび／または外部のシステムおよび／または装置から入力信号を受け取り、受け
取った入力信号に応答してメッセージを表示するように構成し得る。いくつかの実施形態
では、マルチモード発光パネルコントローラ４２０は、離れた環境状態センサからデータ
を受け取り、受け取ったデータに応答してメッセージを伝達するように構成し得る。いく
つかの実施形態では、各マルチモード機器４００のマルチモード発光パネルコントローラ
４２０は、固体発光体４１２を分散制御することができ、中央コントローラなしで機能す
ることができる。
【００５８】
　次に、図５を参照する。図５は、本発明の別の実施形態による複数のマルチモード機器
を示すブロック図である。各マルチモード機器５００は、複数の固体発光体５１２を含む
固体発光パネル５１０を含み得る。照明モードでは、マルチモード機器５００に近接した
区域に全体照明を提供するように固体発光体５１２を動作させることができる。例えば、
最大電流および／または最大デューティサイクルですべての固体発光体５１２を駆動する
ことによって最も明るい照明を提供し得る。固体発光体５１２を一部だけ駆動することに
よって、かつ／または最大値よりも低い電流および／またはデューティサイクルで固体発
光体５１２を駆動することによって減光機能を提供することができる。
【００５９】
　伝達モードでは、記号および／または文字を使用して１つまたは複数のメッセージを伝
達するように固体発光体５１２を選択的に動作させることができる。各マルチモード機器
５００は、固体発光体５１２を選択的に動作させるように構成されたマルチモード発光パ
ネルコントローラ５２０を含み得る。いくつかの実施形態では、マルチモード発光パネル
コントローラ５２０は、入力信号５３０を受け取るように構成された入力モジュールを含
み得る。いくつかの実施形態では、入力信号５３０は、すべてのマルチモード機器５００
に共通の信号とし得る。いくつかの実施形態では、入力信号５３０は、各マルチモード機
器５００を他とは独立に選択的にアドレス指定し得る。いくつかの実施形態では、マルチ
モード発光パネルコントローラ５２０は、固体発光体５１２に電流を選択的に流し、中央
コントローラから制御データを受け取るように構成されたドライバを含み得る。
【００６０】
　次に、図６を参照する。図６は、本発明のいくつかの実施形態による複数のマルチカラ
ーマルチモード固体発光パネルを示すブロック図である。マルチカラーマルチモード固体
発光パネル６００は、それぞれのマルチモード発光パネルコントローラ６１０によって駆
動することができ、それによって、第１のモードで全体照明を提供し、第２のモードで１
つまたは複数のメッセージを伝達し得る。
【００６１】
　各マルチカラーマルチモード固体発光パネル６００は、マルチカラー固体発光体６１２
を含み得る。マルチカラー固体発光体６１２は、第１のモードでほぼ白色光を出射し、第
２のモードで非白色光を出射するように構成し得る。第２のモードでは、情報を伝える画
像を表示するようにマルチカラー固体発光体６１２を選択的に動作させることができる。
例えば、こうした画像は、情報を伝える文字および／または１つまたは複数の記号を含み
得る。いくつかの実施形態では、一連の複数画像を使用して動的な発光構成を生成し得る
。
【００６２】
　マルチカラー固体発光体６１２は、個々のカラーＬＥＤチップ６０４～６０７を搭載し
得る基板６０８を含み得る。例えば、ほぼ赤色のＬＥＤ６０４、ほぼ青色のＬＥＤ６０７
、および２つのほぼ緑色のＬＥＤ６０５、６０６を基板６０８に搭載することができる。
個々のカラーＬＥＤチップ６０４～６０７はそれぞれ個々にアドレス指定可能とし得る。
ＬＥＤチップ６０４～６０７を選択的に動作させることによって発光色を制御し得る。例
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えば、ほぼ白色光が生成されるようにすべてのＬＥＤチップ６０４～６０７を駆動するこ
とができる。
【００６３】
　マルチモード発光パネルコントローラ６１０は、中央発光パネルコントローラ６２０か
ら入力信号６２４を受け取るように構成し得る。このようにして、複数の発光パネルは、
連係して使用される。いくつかの実施形態では、環境状態センサ６４０を使用して、中央
発光パネルコントローラ６２０および／またはマルチモード発光パネルコントローラ６１
０に環境情報信号を提供し得る。例えば、商業的な状況では、環境状態センサ６４０を使
用して、潜在的な顧客が近くにいることを検出することができ、こうした顧客は、その後
、発光パネルの１つまたは複数を介してメッセージを見ることができる。
【００６４】
　次に、図７を参照する。図７は、本発明のいくつかの実施形態による両面マルチモード
発光機器の側面断面図である。マルチモード発光機器７００は、複数の固体発光体７０２
を含む両面固体発光パネル７１０を備える。いくつかの実施形態では、両面固体発光パネ
ル７１０は、第１の方向に光を出射するように位置決めされた第１の部分の固体発光体７
０２Ａと、第１の方向と異なる第２の方向に光を出射するように位置決めされた第２の部
分の固体発光体７０２Ｂとを含む。
【００６５】
　マルチモード発光機器７００はさらに、固体発光体７０２Ａおよび７０２Ｂを制御する
ように構成されたマルチモード発光パネルコントローラ７２０を備える。いくつかの実施
形態では、マルチモード発光パネルコントローラ７２０は、中でも、中央コントローラ、
外部のシステムおよび／または装置、および／または環境センサから入力信号７３０を受
け取るように構成し得る。いくつかの実施形態では、マルチモード発光機器７００は、マ
ルチモード発光パネルコントローラ７２０で受け取った入力信号７３０に応答して１つま
たは複数のモードで動作するように構成される。例えば、マルチモード発光機器７００は
、入力信号７３０に応答して照明モードおよび／または伝達モードで選択的に動作し得る
。
【００６６】
　いくつかの実施形態は、第１の部分の固体発光体７０２Ａが、波長変換蛍光体で被覆さ
れた青色発光ＬＥＤおよび／または１つまたは複数の主波長で発光するように構成された
ＬＥＤを含むと規定し得る。いくつかの実施形態では、第２の部分の固体発光体７０２Ｂ
は、広いスペクトルの光を出射するように構成された赤、緑、および青のマルチカラー発
光器を含み得る。いくつかの実施形態では、第１の部分の固体発光体７０２Ａは照明モー
ドで動作し、第２の部分の固体発光体７０２Ｂは伝達モードで動作し得る。いくつかの実
施形態では、第１の部分の固体発光体７０２Ａおよび第２の部分の固体発光体７０２Ｂは
ともに、照明モードおよび／または伝達モードのいずれでも、あるいはそのいずれかで動
作し得る。
【００６７】
　次に、図８Ａおよび図８Ｂを参照する。図８Ａおよび図８Ｂは、本発明のいくつかの実
施形態による全体照明および伝達用の機器の異なるモードを示す正面図である。例えば、
図８Ａを参照すると、固体発光パネル８００は、複数の第１の色の固体発光体８０２Ａお
よび複数の第２の色の固体発光体８０２Ｂを含み得る。
【００６８】
　いくつかの実施形態では、複数の第１の色の固体発光体８０２Ａは、波長変換蛍光体で
被覆された青色発光ＬＥＤを含み得る。得られる光は、青色光と黄色光の組合せであり、
観察者には白色に見えることがある。しかし、このような構成によって生成された光は白
色に見えることがある一方で、光のスペクトルが制限されているために、このような光に
照明された物体は自然な色合いを有するように見えないことがある。例えば、このような
光は可視スペクトルの赤色部分のエネルギーが低いことがあるので、物体がもつ赤色はこ
のような光によってうまく照明されないことがある。その結果、この物体は、このような
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光源下で観察すると、不自然な色合いを有するように見えることがある。
【００６９】
　いくつかの実施形態では、複数の第２の色の固体発光体８０２Ｂは、赤色発光ＬＥＤを
含み得る。このように、第１の色の固体発光体８０２Ａと第２の色の固体発光体８０２Ｂ
との組合せによって得られた照明では、可視スペクトルの赤色部分のエネルギーが高くな
ることに関連してスペクトルのもつ暖かさが増加することがある。
【００７０】
　図８Ｂに示すように、第２の色の固体発光体８０２Ｂはその一部を、情報を伝えるよう
に構成された画像を形成するように選択的に動作させることができる。いくつかの実施形
態では、第２の色の固体発光体８０２Ｂを使用して、色分けおよび／または画像を介して
メッセージを伝達することができる。例えば、赤色発光ＬＥＤだけを動作させることによ
り、中でも、火災などの緊急の状態を示すことができる。このように、第１の色の固体発
光体８０２Ａおよび第２の色の固体発光体８０２Ｂを選択的に動作させることによって、
照明モードでは広いスペクトルの光を提供することができ、伝達モードでは情報を伝え、
かつ／または伝達することができる。
【００７１】
　いくつかの実施形態では、第１の色の固体発光体８０２Ａおよび／または第２の色の固
体発光体８０２Ｂの一部に選択的に電圧を加えることによって、かつ／または第１の色の
固体発光体８０２Ａおよび／または第２の色の固体発光体８０２Ｂを低電流レベルで動作
させることによって、発光レベルを変えることができる。
【００７２】
　次に、図９を参照する。図９は、本発明のいくつかの実施形態による、類似の装置と協
調して動作し得るマルチモード機器を示すブロック図である。この機器は、複数の固体発
光体９１２を含み得る固体発光パネル９００および入力モジュール９１０を含み得る。入
力モジュール９１０は、発光パネル群コントローラ９２０から入力信号を受け取るように
構成し得る。発光パネル群コントローラ９２０は、複数の固体発光パネル９００を協調し
て制御するように構成し得る。
【００７３】
　発光パネル群コントローラ９２０は、照明を提供する第１のモードおよび情報を伝達す
る第２のモードで複数の固体発光パネル９００を協調して制御するように構成し得る。い
くつかの実施形態では、固体発光パネル９００の少なくとも１つは、第１のモードに対応
する複数の第１の色の発光器および第２のモードに対応する複数の第２の色の発光器を含
み得る。例えば、第１の色の発光器は照明用にほぼ白色光を出射するように構成すること
ができ、第２の色の発光器は赤色に対応する主波長の光を出射するように構成することが
できる。このように、第１のモードでは、すべての固体発光パネル９００は第１の色の発
光器を使用して動作し得る。
【００７４】
　第２のモードでは、緊急脱出経路に対応する固体発光パネル９００は、第１の色の発光
器を使用して動作させ、経路を示すためには使用しない他の固体発光パネル９００は、第
２の色の発光器を使用して動作させることができる。いくつかの実施形態では、第２のモ
ードでは固体発光パネル９００を選択的に動作させると規定し得る。例えば、経路および
／または目的地に対応する固体発光パネル９００は動作させるが、経路および／または目
的地を示すためには使用しない他の固体発光パネル９００には電圧を加えないことができ
る。
【００７５】
　いくつかの実施形態では、発光パネル群コントローラ９２０は、第２のモードに対応す
る動的なやり方で複数の固体発光パネル９００を協調して制御するように構成し得る。例
えば、経路および／または目的地に対応する固体発光パネル９００を、ある方向を指すよ
うに順に動作させ、それによって脱出経路の方向を示すことができる。
【００７６】
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　次に、図１０を参照する。図１０は、本発明のいくつかの実施形態による動作を示すブ
ロック図である。発光パネル群コントローラから受け取った入力信号に応答して、第１の
モードで複数の固体発光パネルを使用してある区域を照明することができる（ブロック１
０１０）。第２のモードで複数の固体発光パネルの一部を選択的に動作させることによっ
て情報を伝達することができる（ブロック１０２０）。いくつかの実施形態では、複数の
固体発光パネルを選択的に動作させて所望の経路および／または目的地を示すことができ
る。例えば、緊急の状態では、複数の固体発光パネルのいくつかを選択的に動作させて脱
出経路を照明し、それによって脱出経路を示すことができる。いくつかの実施形態では、
固体発光パネルの選択的な動作は、経路だけでなく脱出方向を示し得る動的な動作を含み
得る。いくつかの実施形態では、固体発光パネルは、発光動作および／または伝達動作を
補い、かつ／または強化するために選択的に動作させることができるマルチカラー発光器
を含み得ると規定し得る。例えば、これらのマルチカラー発光器は、第１のモードでほぼ
白色光を出射し、第２のモードでほぼ非白色光を出射するように動作させることができる
。いくつかの実施形態では、他の固体発光パネルに対して相対的に異なる色、および／ま
たは、動的かつ／または静的な動作を用いて、例えば出口ドアなどの目的地を明確に示す
ことができる。
【００７７】
　いくつかの実施形態では、情報の伝達は、発光パネル群コントローラから固体発光パネ
ルが受け取った入力信号に応答する第２のモードに対応し得る。いくつかの実施形態では
、この発光パネル群コントローラは、例えば、中でも、環境制御システム、通信システム
、データネットワーク、および／または警報システムなどのビルディングブロック制御シ
ステムを備える。いくつかの実施形態では、入力信号は、環境センサからのデータに応答
して生成し得る（ブロック１０３０）。環境センサのいくつかの実施形態には、中でも、
煙センサ、火災センサ、保安センサ、天候センサ、および／または他の緊急状態センサが
含まれる。
【００７８】
　次に、図１１を参照する。図１１は、本発明のいくつかの実施形態による本明細書で説
明したシステムの平面図を、その応用例と合わせて示すブロック図である。照明および伝
達用のシステムは、人のスペースにそれぞれ離して配置され、発光パネル群コントローラ
１１３０が送出した入力信号１１３２に応答して協調して動作する複数の固体発光パネル
１１２０Ａ～Ｆを含み得る。いくつかの実施形態では、固体発光パネル１１２０Ａ～Ｆは
、第１のモードで照明を提供し、第２のモードで情報を伝達するように協調して動作させ
ることができる。
【００７９】
　固体発光パネル１１２０Ａ～Ｆは、例えば、人が占有するように設計されたオフィス、
実験室、製造区域、販売、および／または他のタイプのスペースなど、人のスペース１１
１０を照明するように構成し得る。人のスペース１１１０は、例えば、中でも、小部屋な
どの特定のサブスペース１１１４Ａ、１１１４Ｂを画定するように構成された仕切りおよ
び／または壁など、スペース分割体１１１６を含み得る。人のスペース１１１０は、脱出
用出口１１１２を含み得る。
【００８０】
　第１のモードでは、すべての固体発光パネル１１２０Ａ～Ｆは、人のスペース１１１０
全体にわたって比較的均一な照明レベルを提供するように動作させることができる。第２
のモードでは、固体発光パネル１１２０Ａ～Ｆのうちいくつかを、人のスペース１１１０
にいる人に情報を伝達するように選択的に動作させることができる。例えば、固体発光パ
ネル１１２０Ｂ、１１２０Ｄ、および１１２０Ｆは、第２のモードで、出口１１１２に至
る通路の場所をそこにいる人に伝達するように動作させることができる。このように、例
えば緊急の状態の間中、固体発光パネル１１２０Ａ、１１２０Ｃ、および１１２０Ｅは動
作させないが、通路に近い固体発光パネル１１２０Ｂ、１１２０Ｄ、および１１２０Ｆを
動作させることによって、そこにいる人を通路に誘導することができる。
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　いくつかの実施形態では、固体発光パネル１１２０Ｂ、１１２０Ｄ、および１１２０Ｆ
は、出口１１１２に向かう点滅列を提供するように動的に動作させることができる。いく
つかの実施形態では、固体発光パネル１１２０Ｂは連続的に動作させ、固体発光パネル１
１２０Ｄおよび１１２０Ｆは、出口１１１２に行き着くのに必要な移動方向を示すように
動的に動作させることができると規定し得る。いくつかの実施形態では、固体発光パネル
１１２０Ａ～Ｆのうちいくつかは、第２のモードでほぼ非白色光を提供するように選択的
に動作させることができる。例えば、固体発光パネル１１２０Ａ、１１２０Ｃ、および１
１２０Ｅは、赤色に対応する主波長を含む光を出射するように動作させることができる。
いくつかの実施形態では、発光色は、固体発光パネル１１２０Ａ～Ｆを協調して動作させ
ることによって、伝達中の情報の状態の性質に特定なものとし得る。例えば、青色に対応
する主波長を含む光を出射させて、安全に関連する状態および／または事象を示すことが
できる。同様に、赤色に対応する主波長を含む光を出射させて、火災に関連する状態およ
び／または事象を示すことができる。
【００８２】
　発光パネル群コントローラ１１３０は、ビルディングブロック制御システムを含み得る
。いくつかの実施形態では、発光パネル群コントローラ１１３０は、入力信号を生成し、
かつ／または（図示しない）環境状態センサに応答して入力信号の状態を変化させるよう
に構成し得る。いくつかの実施形態では、発光パネル群コントローラ１１３０は、固体発
光パネル１１２０Ａ～Ｆに一連の入力信号を送出することによって、第２のモードで情報
を動的に伝達するように構成し得る。
【００８３】
　いくつかの実施形態では、固体発光パネル１１２０Ａ～Ｆ内の発光器は、個々にアドレ
ス可能とすることもできるし、群ごとにアドレス可能とすることもでき、かつ／または個
々にはアドレス可能でないようにすることもできる。例えば、固体発光パネル１１２０Ａ
～Ｆは、１つの信号および／または入力に応答して集合的に動作する発光器に限定するこ
とができる。
【００８４】
　以上、本発明の典型的な実施形態を図面および明細書を用いて開示した。特定の用語を
用いたが、これらは、一般的かつ説明的な意味でのみ用いており、制限を課すためのもの
ではない。本発明の範囲は添付の特許請求の範囲に記載する。
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